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　今回の特集では、世界各国の再生可能エネルギーの開発・利
用促進に関する取り組みについて取り上げました。わが国にお
いて、総発電電力量のうち再生可能エネルギーが占める割合は
約10%程度であり、主要先進諸国と比較しても決して高い数値
とはいえません。普及が遅れている背景には、自然状況によっ
て出力が左右されやすいという安定性の問題や、化石燃料など
に比べ発電コストが高いという経済性の問題を抱えているといっ
た要因があります。しかしながら、再生可能エネルギーの導入
を進めることは、温室効果ガスの抑制に寄与するだけでなく、
環境関連産業の育成や雇用の創出といった経済対策としての効
果も期待できることから、今後のエネルギー政策や制度改革か
ら目が離せません。� （Y.Y）

東京外国語大学オープンアカデミー
「多文化社会専門人材養成講座─多文化社会論基礎─」

受講者募集！
異なる言語や文化面の理解、共に生きるための施策や教育、こころの問題など、多文化社会の問題解決に必要と
される包括的な知識を学ぶ「多文化社会専門人材養成講座─多文化社会論基礎─」の受講者を募集いたします。
多文化の現場で活動している皆様のご応募をお待ちしています。

■日　　時：2015年７月23日（木）～26日（日） 9:00～17:30（初日のみ10:00～17:30）

■会　　場：東京外国語大学�府中キャンパス
（西武多摩川線多磨駅徒歩５分、京王線飛田給駅よりバス10分）

■対　　象：多文化に関する業務や活動を行っている方

■定　　員：40人（最少催行人数25人）

■受 講 料：20,000円

■概　　要�：多言語・多文化社会に関する知識理解および課題の把握を目的に、４つの分野から学びます。

■応募方法：申込書（所定の用紙）を５月31日（日）必着でメールでお送りください。
※所定の用紙のダウンロード等、詳細についてはホームページをご覧ください。

■主　　催：東京外国語大学�社会貢献部門

■問 合 せ：東京外国語大学　多言語・多文化教育研究センター　講座係�
TEL：042-330-5455
E-mail：koza2015@tufs.ac.jp
HP：http://www.tufs.ac.jp/blog/ts/g/cemmer/

◆言語と文化
　世界の言語・地域研究を専門とする本学教員の
講義により、多言語・多文化社会における言語と
文化に関連する事項について学びます。

◆多言語・多文化社会論
　日本における多言語・多文化社会の諸課題を政
策・医療・教育の分野から把握します。

◆多言語・多文化社会実践論
　現場での諸課題を解決するのに必要な知識・手
法を学びます。

◆多文化社会専門人材論
　多文化社会に求められる専門人材に関する研究
の成果を共有するとともに、ワークショップを通
してその専門性について学びます。


